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研究室探訪

人と町にとっての心地よさを追求 する

Kyoto Institute of Technology

国立大学法人 京都工芸繊維大学 広報誌

建物を単体ではなく視野広く捉え、

なぜ建てるのか、何を建てるのか
自分なりの思考回路で導き出す

オープンジュリーや産学連携は
建築の今をリアルに知るチャンス

自身の研究テーマは村野藤吾
膨大な設計図からその本質を探る

研究室では、この1本の線の大切さを学生に伝えたい、と先生。
「コンピュータなら画面を線で埋めるのは簡単ですが、手でそれを
するのは大変なこと。しかしそれが、人や町の営み、そして自分の
造りたい建築のことを考える時間となり、学生の間にそれを積み重
ねることで、人を背後にして、自分が建築で何を起こしたいのかを
考える習慣が身につくと思うんです。学びの身である間は、できる
限り手で描くことを大事にしてほしいと思います」。

さらに、「モノを作るというのは工学的ですが、実は建築には文
系の要素もとても重要。そこに人の営みがあるわけですからね。哲
学や小説・映画等に触れることもすべてが建築に生かされます。ゼ
ミ過程は忙しいですが、そういうことに触れる時間をぜひ作ってほ
しいですね」。

建築と共に人がいること、この当たり前のことを何よりも大切に
し、心地いい建築とは何か?先生と学生とで、その答えを求め続け
る研究室です。

今という時代にこそ大切なのは
手で1本の線を引くということ

角田 暁治 准教授

Laboratory

デザイン・建築学系

普段の先生の設計プロセス
での一コマ

先生が設計したプラザKITの外観（松ヶ崎キャンパス）

ゼミ活動の「オープンジュリー」の風景

課題成果の発表時には「オープンジュリー」（公開講評会）を採用
しているのも研究室の特徴。建築関係の企業で働いたり事務所を
持っていたりするゼミのOBに集まってもらい、批評を仰いだりディ
スカッションを行います。

実際の課題は、出されるキーワードに沿って建物を造る場所から
学生が選定することもあれば、先生がエリアを指定しテーマに合う
建物をデザインすることも。

一例としては、岡崎エリア（京都市左京区）を設定し、たとえば
テーマは「観光を縦糸、地域住民を横糸」と考えた場合の建築物。ふ
たつのものが織り成すところから生まれる面白さや、相反するもの
を結びつける力強さのある建築を造るという課題に対して、各自あ
るいはグループで、諸々の状況を分析・検討。提案としてふさわしい
ものを平面図、立面図、断面図、内観及び外観パース、模型などカタ
チにして提出します。そして選抜された提案がオープンジュリーで
プレゼンされます。「建築の研究評価というのは難しくて、技術やデ
ザインなど現実的なことで評価する人、コンセプトなど抽象的なこ
とで評価する人などさまざまです。ですが少なくとも実務者である
OBですと、ある程度のリアリティを持って、社会の中で建築の持つ
意味や、建築をどのように成立させるべきかを学生に気づかせるこ
とができます。僕も実務者ですが、先生としての声と学外からの声
を聞くのは受け止め方が違いますから、学生には新鮮であり厳しい
経験になっていると思いますよ」。場所を見つけてくる場合には、そ
こにその建物はそぐわないのでは?むしろ何も建てないほうがいい
のでは?などの批評が出ることも。「建物ができることで、その場所
が前よりよくならないと意味がないですから」、と先生。

さらに大手建設企業と共同で、学内でオープンな設計コンペも
開催（長坂・木下研究室とも共同）。企業からは若手社員が作品を
出し、双方にとってよりよい刺激となっているようです。

悠久の歴史を背景に、風景の一部となった優れた建築物が多く
残る京都は、建築家を目指す学生にとって教材の宝庫。さらに、現
役の建築家のもと、実習形式で研究が行えるのも本学ならではの
強みです。
「建築設計研究室」の角田先生は、建築事務所を構える一級建

築士。本学OBでもあり、2004年に教員として迎えられました。ま
ず、この研究室における学生の取り組みについて紹介しましょう。
「学生は、いわゆる“美術館を造る”というような一般的な建物の

プログラムからワンランクアップし、建築の背後にある思想や意
味、都市との関係性などを考え、あるいは問題点を見つけ出しなが
ら具体的なデザインとして、設計図を引き模型を作って表現。これ
を検証します。ここでは、自分らしく柔軟な思考回路を作るプロセ
スも学びの対象です」。その経過の中で、「もっとこういう風に」と
いうことを気づかせる方向でアドバイスするのが先生のスタイル。

「研究室で話をし指導することで、私自身も建築に対する自分の考
えが整理され、確認や修正、スキルアップにつながっている気がし
ます」。研究室は今も先生にとって、自身の設計事務所と同じホー
ムグラウンドといえそうです。

先生の個人的な研究テーマは、戦前から戦後にかけて活躍した
日本建築界の偉才、村野藤吾。1966年に文化勲章も受章していま
す。実は本学には村野氏の図面約5万5000枚が寄託されており、
先生は「村野藤吾の設計研究会」のメンバーとして、その整理をし、
展覧会などに出展しています。その図面から、ある建物に対して村
野氏がどういうプロセスで考え、デザインしたのかを追い、村野建
築の本質を明らかにすることを目指しています。「今は頭で考えて
建築を造る風潮がすごく強いように思います。多くの作業をコン

ピュータでやる時代ですし。一方、村野藤吾はちょっと昔の人です
から、すべて手で描いています。そのスケッチが象徴的で、何が描
いてあるのかわからなかったりするんですけど（笑）。同時代の丹
下健三が理論派だとすれば村野藤吾は感覚派といえるでしょう。
もちろん理論はちゃんとあるのですが、スケッチの最後をこの線で
決めるという、その発見をするのにものすごくたくさん逡巡した跡
があるんですね。先に考えて決めるのではなく、描きながら自分の
手や体や頭で、何が心地いいのだろう、どうすれば心地いいのだろ
うということに思いを馳せながら仕事をしていることが伝わり、そ
のことに僕は深く共鳴するんです」。研究を通して先生は、自身が
目指す建築についていつも立ち返ることができるのだといいます。

某女子大学からの依頼で、
２０１２年にゼミ学生と設計した

小さなキャンパスの模型
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